
今回訪問した古河電工千葉事業所は、Ｊ
Ｒ内房線の八幡宿駅からタクシーで海岸に
向かって１０分ほどの所にあり、全体の広さ
は６５万平方メートル、縦横１㎞×６００m
でサッカーコート１００面の広さがある。構
内の移動は自転車やマイクロバスを使うこ
ともある。更に海側正面には三井造船が、
北側の運河を挟んでＪＦＥスチール東日本
製鉄所（旧川崎製鉄）の工場と隣接してい
る。
千葉事業所は、１９６１（昭和３６）年に古
河電工の主力工場として、横浜工場及び日
光工場の長い歴史に育まれた最新の技術と
新鋭設備を結集し、京葉臨海工業地帯の中
央にある市原市に進出してきた。以来、電
線の素材から製品まで一貫製造できる充実
した体制の下、エネルギーを運ぶ電力ケー
ブル、情報を伝える通信ケーブル、更に多
くの情報電送能力を持つ光ファイバーケー
ブル、エレクトロニクス産業に使用される
電子線材の製造を担ってきた。
千葉事業所は既存の通信網の伝達容量を
数百倍に高めるDWDM（「高密度波長分割
多重方式」の略。光ファイバーを使った通
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◆変化のスピードがどんどん速くなっている。昨年末まで
は我が世の春を謳っていたライブドアが本年４月とうとう
上場廃止となった。指導者の姿勢が今ほど問われる時代は
ない。英国の歴史家トインビーは「変革の必然性に対処す
る建設的な方法は、変革が抜き差しならなくなってくる以
前に、自発的に変革を行うことである。我々が行動を起こ
すのが早ければ早いほど、我々の選択の範囲は広くなるだ
ろう」と、常に時代の先を読み、自発的に「先手」を打っ
て変革していくことの大切さを教えている。

◆今号では、「ワーク・ライフ・バラン
ス」について特集した。これは、仕事も
私生活もほどほどにバランスよくということで
はない。働きながら自己実現を果たす環境づくりのこと、
つまり、働きながら、能力開発もし、健康維持もし、家庭
責任を果たすことができる働き方を意味する。「仕事」にの
み打ち込んできた「会社人間」、特に男性の発想転換が強く
求められている。（美）

信技術の一つ。波長の
違う複数の光信号を同
時に利用することで、
光ファイバーを多重利
用する方式）システム
関連機器や部品などに
最先端技術を投入、次
代の可能性を拓く多彩
な技術と製品を提供し
ている。
今回はその中のファ
イテル製品部製造部門
を見せて頂いた。ファ
イテル製品部製造部門
では、光アンプや光部
品、光半導体を製造し
ている。ここでは、最
新の技術と優れた品質
管理の下、光ファイバ
ーの伝送容量を数百倍
に増やすＤＷＤＭシス
テムを構築する機器・
部品の開発、製造を通
じて２１世紀のＩＴ革命
を支えている。
表紙イラストは、光
アンプの組立ての前処
理工程の部分で、ケー
スの組立て、レーザーダイオードやフォト
ダイオードのハンダ付けをしているところ
である。光アンプは、光伝送システムの増
幅器で、これを構成するコアの光部品は全
て自社で開発・製造した部品を使って光ア
ンプを設計・製造している。この光部品を
アセンブリングして光アンプを組立てる作
業は、技術力の集約する工程であり、機械
化できないところである。特に、光部品の
アセンブリング、特性を計りながらのチュ

ーニングの技術は熟練の技を必要としてお
り、人から人へ技術の継承が一番重要な工
程である。
２１世紀のグローバルなＩＴ革命を支えて
いる光ファイバー伝送のための光アンプ等
の製造工程を見学させて頂いて、改めてそ
の技術の卓越さと、絶えざるものづくりの
技術開発への意欲、そして、光部品を製造
する一人ひとりのものづくりへのこだわり
と情熱、チームワークの見事
さを肌で感じた。（美）光アンプのアセンブリング（融着接続）作業
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戦後６０年、わが国はバブル崩壊以降１５

年がたった今、ようやくにして景気回復

を果たし日本のもつ成長力に見合った成

長軌道に乗りつつある。しかし、これは

経済政策や財政誘導策などをはじめとす

る政府政策の効果が現れてのものではな

いことを明確にしておきたい。民間製造

業労使の自ら生き抜くための懸命の努力

が結実、その成果が出てきたのである。

これは今回の景気回復パターンに如実に

でている。しかし、確かに昭和４０年１０

月に始まった「いざなぎ景気」に匹敵す

るほど長期間にわたって上昇局面が続い

ているものの、脈動は微弱であり全体に

はいきわたっていないのが実態である。

この間、倒産のやむなきに至った企業は

数多い。われわれの努力成果が表れ始め

ているとはいえ、全世界的な市場競争が

熾烈化をし、業界再編を含む競争による

淘汰を繰り返す時代にはいった今、果た

して民間の努力だけで、日本は生き残れ

ていくのであろうか。過去の飽食によっ

て太った高脂血漿、かつ動脈硬化寸前の

体のままで走り続けることはできない。

あらゆる体質改善のための構造改革が必

須となっていることは論をまたないので

はないだろうか。偽メール問題で国会を

実質空転させた永田議員の責任は重い。

それを材料に党利党略のために、重要政

策議論を回避している政府サイドも同罪

に等しいのではないか。国民や国家の将

来のために何をすべきか、危機感の欠如

は腹立たしいばかりである。

わが国は、明治維新以来、欧米列国に

追いつくために、「富国強兵」「殖産振興」

を国家目標に掲げ、欧米の制度や技術を

導入し、急速な近代国家への道を歩んで

きた。一時は軍国主義の国家体制のもと

戦争に突入、敗戦という不幸な結果をも

たらしたものの、戦後はいち早く経済再

建を果たし、経済成長、経済大国として

発展を成し遂げたのである。その間の行

政・経済は、中央集権的な官僚主導によ

る政策運営を軸とするものであったにせ

よ、今に比して遙かに効率的な体制であ

ったはずである。しかし、その過程で生

じた行政の肥大化や、バラマキ型財政の

つけによる国・地方の膨大な財政赤字は、

国家体質を窒息寸前にまで追い込んでい

るのである。このままの状態では、産業

の発展も国民生活の豊かさも到底確保で

きるとは思えない。

政府は、改革大綱のなかで２０１０年代

初頭には財政収支を均衡化するとしてい

る。しかし、何をもって実現させるかの

具体的施策についてまとめようとしてい

るとは思えない。行財政改革を先送りし
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ているばかりか、振り返れば国民に負担

を押しつける政策ばかりが目立っている。

８９年に導入され９７年には５％にアップ

された消費税は、今後の動きが懸念され

る。また、定率減税は０７年には廃止され

る。厚生年金・定額部分（９４年）・報酬

比例部分（９７年）の支給開始年齢の引き上

げ、医療費の自己負担２割（９７年）、サラ

リーマンの医療費自己負担３割（０３年）

などは一例にすぎない。小泉政権は、自分

たちの進める改革をあたかも本質的な改

革であるかのように見せているにすぎな

いのである。政府は国民を欺くことなく、

まず行政のスリム化を徹底し効率的な政

府を実現すべきである。民間がやれて官

公部門がやれない道理はないはずである。

また、財政赤字の縮小には２４０兆規模

の特別会計にメスを入れて初めて実現が

可能であることからして、その存続自体

を維持するために自己増殖を続けている

特殊法人・認可法人にメスを入れなけれ

ばならない。国の補助金等に守られて、

非効率な運営で毎年累積赤字を増加させ、

補助金の無駄使いになっている法人廃止

は当然である。さらに法人の下に子会社、

関連会社、関連公益法人とピラミッド型

の組織を形成し、特殊法人が赤字で国の

補助金を受けながら、子会社は利益をあ

げるといった特異なシステムの継続は許

してはならないのである。これを必須の

公務サービスというならば、国民の国家

への信頼は一挙に崩壊するだろう。製造

業が生き抜いていくための国内基盤整備

にとって、こうした改革も大きな影響が

あることを忘れてはならない。

将来のために、
今すべきことは何か


